
１　粟窪・林窪遺跡　８・９・調整池②区　中世遺構外出土遺物(7)

２　粟窪・林窪遺跡　８・９・調整池②区　奈良・平安時代遺構外出土遺物
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２　粟窪・林窪遺跡　８・９・調整池②区　縄文時代遺構外出土遺物
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東富岡・
中島遺跡

集落 近世 段切り２、溝状遺構３、
畝状遺構２、土坑５、ピッ
ト７

磁器、陶器、土器、
金 属 製 品、 銭 貨、
石製品

中世 土坑５、ピット31 磁器、陶器、土器、
金 属 製 品、 銭 貨、
木製品

奈良・
平安時代

溝状遺構２、土坑８、ピッ
ト20

土 師 器、 須 恵 器、
灰釉陶器

弥生時代
後期～古墳
時代前期

土器

縄文時代 土坑３、ピット12 土器、石器 植物加工、石器製作場に関係
する場所の可能性
土器は断続的に早期から後期

旧石器時代 遺物集中 石器、礫、炭化物 L1H層上部より石器１点出土

粟窪・
林窪遺跡

集落 近世 掘立柱建物址１、竪穴状
遺構３、溝状遺構39、畝
状遺構２、段切り２、井
戸３、土坑120、ピット
568、焼土址３、硬化面４、
杭列２

磁器、陶器、土器、
金 属 製 品、 銭 貨、
石製品

近世後半の耕作址や地割りの
土地利用

中世 段切り２、竪穴状遺構
41、溝状遺構27、畝状遺
構１、井戸址９、硬化面
５、地下式坑５、土坑
151、 集 石 １、 ピ ッ ト
2,067、焼土址４

磁器、陶器、土器、
金 属 製 品、 銭 貨、
木製品

荷駄鞍・連破下駄・田下駄・
木地皿などの木製品が出土

奈良･平安
時代

土坑５、ピット５、遺物
集中

土 師 器、 須 恵 器、
灰釉陶器

古墳時代 土器

弥生時代 土器

旧石器時代 石器

要　約 　東富岡・太窪遺跡は富岡丘陵から字林台へ続く台地の北側縁辺、北東に位置する。近世から中世に

かけて東西に流れる流路が存在しており、近世には流路の東側において畑作が営まれていたことが明

らかとなった。中世の流路に護岸のためと思われる杭列が打ち込まれていたことから、付近に何らか

の遺構が存在している可能性もある。奈良・平安時代の畝状遺構や土坑、近世の段切りや土坑が発見

され、長期にわたって農地として利用されていたことが判明した。また、古墳時代以前は中央部が谷

地形を呈していたことが明らかとなり、土坑が１基確認された。縄文時代は土坑が発見され、早期後

半から後期中葉の土器が出土している。植物加工、石器製作場に関係する場所の可能性が考えられる。

旧石器時代はB2層中心とする層からの遺物集中が確認された。

　東富岡・中島遺跡は富岡丘陵の南東に立地する。近世には段切りがなされ平場で畑作が営まれてい

たことが判明した。中世頃は南東に傾斜する地形を呈しており、この地は利用されていなかったと思

われる。古代には区画溝が掘られ、その内側で畑作が営まれていた。縄文時代は土坑とピットが確認

され、断続的に早期から後期にかけての土器が出土している。植物加工、石器製作場に関係する場所

の可能性が考えられる。旧石器時代はL1H層上部より石器１点出土した。

　粟窪・林窪遺跡は富岡丘陵から字林台へ続く台地の南側に広がる谷戸から裾部に位置している。近

世の遺構は溝状遺構が主体であり、中世は谷戸を埋めた部分から15世紀代の遺物を含む竪穴状遺構や

土坑、井戸といった耕作に関連する遺構が検出されており、屋敷が営まれていたことが判明した。土

坑からは荷駄鞍・下駄・皿などの木製品が廃棄された状態で出土している。中世の生活を考える上で

貴重な資料を得ることが出来た。奈良・平安時代の遺構は竪穴住居跡・畝状遺構などが発見された。

畝状遺構は遺物集中箇所の下から見つかっていることから、この地が一時的ではなく、ある程度の期

間にわたって利用されていたことがわかった。縄文時代は早期後半から後期前葉に亘る土器が出土し

ている。
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東富岡・
中島遺跡

集落 近世 段切り２、溝状遺構３、
畝状遺構２、土坑５、ピッ
ト７

磁器、陶器、土器、
金 属 製 品、 銭 貨、
石製品

中世 土坑５、ピット31 磁器、陶器、土器、
金 属 製 品、 銭 貨、
木製品

奈良・
平安時代

溝状遺構２、土坑８、ピッ
ト20

土 師 器、 須 恵 器、
灰釉陶器

弥生時代
後期～古墳
時代前期

土器

縄文時代 土坑３、ピット12 土器、石器 植物加工、石器製作場に関係
する場所の可能性
土器は断続的に早期から後期

旧石器時代 遺物集中 石器、礫、炭化物 L1H層上部より石器１点出土

粟窪・
林窪遺跡

集落 近世 掘立柱建物址１、竪穴状
遺構３、溝状遺構39、畝
状遺構２、段切り２、井
戸３、土坑120、ピット
568、焼土址３、硬化面４、
杭列２

磁器、陶器、土器、
金 属 製 品、 銭 貨、
石製品

近世後半の耕作址や地割りの
土地利用

中世 段切り２、竪穴状遺構
41、溝状遺構27、畝状遺
構１、井戸址９、硬化面
５、地下式坑５、土坑
151、 集 石 １、 ピ ッ ト
2,067、焼土址４

磁器、陶器、土器、
金 属 製 品、 銭 貨、
木製品

荷駄鞍・連破下駄・田下駄・
木地皿などの木製品が出土

奈良･平安
時代

土坑５、ピット５、遺物
集中

土 師 器、 須 恵 器、
灰釉陶器

古墳時代 土器

弥生時代 土器

旧石器時代 石器

要　約 　東富岡・太窪遺跡は富岡丘陵から字林台へ続く台地の北側縁辺、北東に位置する。近世から中世に

かけて東西に流れる流路が存在しており、近世には流路の東側において畑作が営まれていたことが明

らかとなった。中世の流路に護岸のためと思われる杭列が打ち込まれていたことから、付近に何らか

の遺構が存在している可能性もある。奈良・平安時代の畝状遺構や土坑、近世の段切りや土坑が発見

され、長期にわたって農地として利用されていたことが判明した。また、古墳時代以前は中央部が谷

地形を呈していたことが明らかとなり、土坑が１基確認された。縄文時代は土坑が発見され、早期後

半から後期中葉の土器が出土している。植物加工、石器製作場に関係する場所の可能性が考えられる。

旧石器時代はB2層中心とする層からの遺物集中が確認された。

　東富岡・中島遺跡は富岡丘陵の南東に立地する。近世には段切りがなされ平場で畑作が営まれてい

たことが判明した。中世頃は南東に傾斜する地形を呈しており、この地は利用されていなかったと思

われる。古代には区画溝が掘られ、その内側で畑作が営まれていた。縄文時代は土坑とピットが確認

され、断続的に早期から後期にかけての土器が出土している。植物加工、石器製作場に関係する場所

の可能性が考えられる。旧石器時代はL1H層上部より石器１点出土した。

　粟窪・林窪遺跡は富岡丘陵から字林台へ続く台地の南側に広がる谷戸から裾部に位置している。近

世の遺構は溝状遺構が主体であり、中世は谷戸を埋めた部分から15世紀代の遺物を含む竪穴状遺構や

土坑、井戸といった耕作に関連する遺構が検出されており、屋敷が営まれていたことが判明した。土

坑からは荷駄鞍・下駄・皿などの木製品が廃棄された状態で出土している。中世の生活を考える上で

貴重な資料を得ることが出来た。奈良・平安時代の遺構は竪穴住居跡・畝状遺構などが発見された。

畝状遺構は遺物集中箇所の下から見つかっていることから、この地が一時的ではなく、ある程度の期

間にわたって利用されていたことがわかった。縄文時代は早期後半から後期前葉に亘る土器が出土し

ている。
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